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表 1－2 食育実践活動前の給食の残食量 
日 程 5 年 A 組 5 年 B 組 

7 月 2 日（月） 完食 
豆腐のすまし汁       60g
牛乳 1 本          206g

7 月 3 日（火） 完食 

ソフトめん       700g
トマトソース      290g
大豆と切干し大根のサラダ 20g
アップルシャーベット   160g
牛乳 1/2 本       103g 

7 月 4 日（水） キャベツともやしの酢の物 210g

むぎごはん           30g
いかのねぎしおやき    130g
キャベツともやしの酢の物 260g
野菜と豆腐のみそ汁    120g
牛乳 1 本         206g

7 月 5 日（木） 完食 

パン           220g
とりにくのごまソースがけ 60g
かぼちゃのサラダ     120g
とうがんスープ      100g

7 月 6 日（金） 
なすとじゃがいもの煮物  360g
牛乳 1 本               206g

いわしのあずま揚げ     80g
なすとじゃがいもの煮物  620g
キャベツのレモンあえ   270g
たなばたゼリー        75g

 
表 1－3 食育実践活動後の給食の残食量 

日 程 5 年 A 組 5 年 B 組 

11 月 5 日（月） 完食 完食 

11 月 6 日（火） 完食 完食 

11 月 7 日（水） 海藻サラダ       500g 完食 

11 月 8 日（木） 完食 完食 

11 月 9 日（金） 完食 手巻き寿司       100g 
みそ汁         200g 

 
4．リーフレット 
 5 年生の食育の出前授業の内容を伝え、残さず食べようの輪を全校児童へ広げるため、

リーフレットを作成し、全校児童および全教職員へ配布した（図 5‐1,2）。保護者には、

児童を通じて伝えた。 
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図 5－1 リーフレット（外面） 
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図 5‐1 リーフレット（外面） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5‐2 リーフレット（内面） 
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5．児童の意識および行動変容 
 食育出前授業および実践活動終了後に、児童に感想を書いてもらった（表 2）。その中

に、「給食センターや生産者の方の気持ちを考えて給食をいただくことができました。」

という感想があり、食育出前授業を通して生産者の方や給食センターの調理員の方の気持

ちを知り、残さず食べることの大切さを学んだことが窺えた。そして、それが残食量の減

少につながったと考えられる。 
また、「のこさず食べた」、「のこさず食べるようにした」、「苦手な食べ物も食べて

いる」、「きらいな物がへった」、「きらいな物が好きになった」などの感想から、児童

が個々に目標を決めて、できるかどうか不安な気持ちをいだきながらも真剣に取り組んで

くれたことも窺えた。 
加えて、5 年 A 組では以前から活動している「完食隊長」に任命された児童が食缶に残

った給食をついでまわるという活動がより活発になっていた。そして、5 年 B 組では新た

に「わんこ団 TF」に任命された児童が、わんこそばのように食缶に残った給食をついで

まわるという活動を始めていた。「TF」は「わんこ団」という名前を考えた児童の名前の

頭文字からとっているとのことであった。このように、クラスで一丸となって残食を減ら

す活動が行われており、これからも残さず食べたいという意欲が感じられた。 
以上の結果は、食育実践活動により、児童の意識の変化が行動変容を起こし、残食量の

減少につながっていること、また子どもたちの残さず食べようという意欲は、活動終了後

も持続していることを示している。 
 

表 2 食育出前授業を終えての児童の感想（抜粋） 
5 年 A 組 5 年 B 組 

・作ってくれる人の気持ちがよくわかり 
ました。 

・取り組みが、楽しくもありやりがいもあった。

この取り組みがまたしたいし、クラスのみん

なで取り組みを工夫していきたいです。 
・目標やめあてを持つことは大切な事だと 

感じました。 
・食べきろうと思う人が増えた。 
・苦手な野菜をめあてどおり達成することが 

できたから、良かった。 
・10 日間の取り組みでは、2 日間食べきれな 
かったのがくやしかった。でも、8 日間は食

べきれて嬉しかった。これからも残さず食べ

てスッキリしたい。 
・はじめは、自分がきめた目標がまもれるか分

からなかったけど、目標は必ず守り、へらさ

ずがんばりました。 

・2 回の授業をする前とした後で、残す量や 
減らす量が少なくなってきた。 

・2 日間の勉強で給食を残さず食べることの 
大切さと 10 日間の取り組みを一回も忘れず

食べられた。 
・食育の授業をしてもらってから、給食が 
楽しくなった。 

・残さず食べることの大切さがわかって、 
残さずたべようと思えるようになりました。

・授業では、生産者の思いが伝わったので、 
残さず食べようと思いました。授業もわかり

やすくてよかったです。 
・授業が終わってもみんなで残った食べ物を 

配ったりして、あまり残らないようになって

います。 
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6．学生の感想 
  学生からは、「食品ロスはなくせることが分かった」、「食材や生産者の思いを知る

ことで、児童の残さず食べようという意識が高まることを実感した。」、「食品ロスの

現状を調査する中で、自ら取組むべき課題を考えるきっかけとなった。」などの感想が

あった。 
  学生自身も食品ロス削減の取り組みを行うことで、問題意識を持ち、食品ロス削減意

識の醸成につながっていると感じた。また 45 分間の授業を行ったことは、児童に対す

る栄養指導の貴重な体験であったと考えられる。 
 
Ⅳ．考察 
 食品ロス削減の食育実践活動を行った結果、児童の意識に変化がみられ、給食の残食量

が劇的に減少した。食育活動を行うことで、児童の食品ロス削減の意識を醸成することが

できることが分かった。また、その意識は、食育活動終了後も継続できていることが窺え

た。 
本事業に参加した学生も自ら主体的に取り組むことで、学生自身も食品ロス削減意識が

高まったことが窺えた。加えて、45 分間の食育出前授業を体験したことで栄養指導の能力

向上にもつながった。 
今回の食育実践活動では、家庭へのアプローチが十分にできていないことが課題として

残されている。今後、児童から家庭へと食品ロス削減の輪が広がり、連携を続けたい。 
 今後もこのような取り組みを続け、児童から家庭そして地域へと食品ロス削減意識の輪

を広げていきたいと考えている。 
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